
（別紙３）

～ 2025年　1月　17日

（対象者数） 47 （回答者数） 44

～ 2025年　1月　27日

（対象者数） 17 （回答者数） 17

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・子どもをアセスメントするスキルの向上のためのケース検

討会議を増やすことと支援力向上のための研修企画や外部研

修への参加。

2

・現在も行っているが、保護者だけでなく、だれでもが気軽

に参加できるお話し会（おしゃべりサロン）を周知し、参加

を促し、交流の場を作っていく。

3

・各々の専門性を高めると共に、様々な角度から子どもをア

セスメントしていけるようにする。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・どのような対応が可能かを今後具体的に検討していく。

2

・きょうだいも参加できる活動や支援ができるか検討してい

く。

・きょうだい児の相談もできることを保護者に周知する。

3

・子どもにとってどのような交流が可能なのか、また、望ま

しい交流の在り方を検討していく。

・子どもが過ごせる施設や場所の情報提供を行う。

○事業所名 洛西愛育園

○保護者評価実施期間
2025年　1月　8日

○保護者評価有効回答数

2025年　1月　20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　3月　14日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・保育所や幼稚園などほかの子どもとの交流 ・隣接する京都保育福祉専門学院内の一室で同じ法人の保育園が

保育を行っていた時には交流もあったが、現在は学院内での保育

を行っていないために他の子どもとの交流は行っていない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・共働きされている家庭の利用。 ・特にフルタイムで就労されている家庭の利用がしにくい。個別

の事情によって営業時間内で子どもを預かる場合はあるが、多く

の家庭が希望した場合対応が難しい。

・家族（きょうだい）への支援 ・保護者会活動や懇談会など保護者同士の交流の場はあるが、

きょうだいの相談は行っているが、交流などの取り組みは行って

いない。

・ファミリーデイ（年2回家族参加の療育）にはきょうだいも参加

している。

・こどものテンポ、活動量、特性に応じた支援と環境の設

定

・グループ療育を行っているがグループ分けは活動のテンポ、活

動量を基準として、その子どもに合わせた活動を展開できるよう

にしている（４月当初の２週間を観察期間として子どもたちの様

子を見てグループ分けを行っている）。

・子どもが自分で分かって行動できる環境の設定。

・個々の子どもに応じたコミュニケーションスキル獲得の支援。

・保護者支援・対応 ・年間５回のグループ懇談会を開催し保護者同士の情報交換、グ

ループの子どもに応じた勉強会や教材作りと個別懇談（年２回）

の実施。個別懇談は相談事があれば随時行っている。

・保護者会を組織し学習会、交流企画等の取り組みを行ってい

る。

・おやじの会と称してプール設置や片付けに協力して頂き、その

・保育士、指導員、作業療法士、言語聴覚士、看護師等の

職種を配置しており、多職種でチームを組んで多面的に子

どもを見ることができる。

・子どものニーズにより、それぞれの職種の意見を参考に支援が

行うことができる。

・グループを越えて子どものアセスメントを行うことができ、

各々の職種の専門性を学び合うことができる。

事業所における自己評価総括表公表


